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＜病棟連絡事項＞
・栄養課より「食事サービス委員会」内で鶏肉の窒息リスクが高いとの議題になり、今後65歳以上の常食摂取者はキザミへと変更していく事となっている。アナウンス期間もある為、来週頃よりキザミへと変更予定との事。
・26号室の向かって右側チェストの2、3段目は修理の為、朱夏が現在預かっている。
＜ベッドコントロール＞
・本日入院予定無し。本日中に急遽入院となった際には西病棟へ1件転入となるとの事。
　
＜患者連絡事項＞
・中居　敬悦様～不穏・興奮時リスパダール内用液0.5ml　1P/1回　5回分処方頂いている。
・江刺家　惠子様～便秘時ピコスルファートNa　1本処方頂いている。
＜要注目患者様ケース検討＞
・船木　恵美子様～対面時口調、対応共に落ち着いており気分高揚さ、抑うつ感について
は否定されている。日課も自主的に行う事出来ている。引き続き精神
症状の観察を行っていく。
・下妻　康貴様～9：15外出前に本人希望にて不穏時継続指示リスパダール内用液2ml　1P
内服。9：20御家族様と外出へと向かわれている。13：30本人希望にて

持参していたリスパダール内用液2ml　1P再度服用。自宅以外の外出は

無し。14：00帰院しNEAR法施行し陰性。帰院後は自室整理行っており病的体験に左右された言動は無い。引き続き精神症状の観察を行っていく。

・高柳　和子様～幻聴体験を認めホールにしゃがみ込んでいる事あるが幻聴自体は自制内
であると話す。奇異行動や問題行動は無し。必要時継続指示薬内服を促
し精神症状の観察を行っていく。
・赤間　健太様～適度に他者交流見られる。日課自主的に行う事出来ており希死念慮や抑
うつ感については否定されている。引き続き精神症状の観察を行ってい
く。
・中居　敬悦様～睡眠状況の不安定さは続いている。不穏行動は無いがやや表情の固さ見られる。必要時継続指示薬促し精神症状の観察を行っていく。
＜SST評価検討＞
・金山　辰巳様～促しにも易怒的に話し拒否強い。引き続き理解が得られるよう説明や選
所を行っていく。
・沢田　秋子様～素っ気なさあるもSSTには応じる。口調もやや不機嫌さを含むが易怒性
は無い。
・他患者様は拒否無くスムーズに施行する。

＜ピアサポートミーティング評価＞
参加：佐藤　准様、中山　りえ様、掛端　洋介様、高柳　和子様、佐々木　章洋様、

西村　義男様

拒否：神田　直樹様、前田　拓子様、藤村　翔様
　“入院中における感染対策、退院後の感染対策について”
　今後も感染対策を続けていくつもりである事、誰がどんな菌を持っているか分からない　
　為マスクについてはより一層注意していくと意見が上がっている。
　拒否的な意見は無く他者の話をしっかりと聞く事が出来ているようであった。各それぞ
れの意見を発信する事が出来ていた為今後も同様に続けていけるように援助していく。
